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DOMinGO :

対話的なWebページ表示制御システム

早川 匠 1 増井 俊之2

概要：インターネットを利用する際,読みやすさを向上させるためにWebページ上の特定のコンテンツの

サイズを大きくしたり,背景色を変えたり,あるいは非表示にしたりしたいということがあるが,エンドユー

ザーがそのようなカスタマイズを行うのは容易ではない.本システムでは簡単な操作でWebページのカス

タマイズを可能にするインターフェイスと,各ユーザーが作成したカスタマイズリストを容易に公開・共有

できるホスティング環境とを提供する.また作成されたカスタマイズリストを,ユーザー間だけでなくサイ

ト運営者に対しても共有することで,ユーザーの操作を明示的なフィードバックとしてサイトの改善に役立

てる等の新たな活用法も提案する.

1. 背景

Webページを閲覧する環境は,表示するデバイスのサイ

ズや利用者の視力によって様々である.そのためいかなる

環境でも快適に閲覧できるようWebページの表示内容を

制御したいという欲求が存在する.例えば文字が小さく読

みづらい場合フォントサイズを拡大し、行間を広げる,要

素の境界やボタン等の色とページ背景色とのコントラスト

比が小さく,識別しづらい場合は背景色を変更する,Web広

告やトリックバナーによって表示領域が圧迫されている場

合はそれらを非表示にする等の操作を行うことができれば

快適な閲覧を支援できる. このような操作を提供するべく

様々なシステムが開発されているが,利用者が簡単に表示

を変更できるシステムは存在しない.簡単な操作で表示を

変更し、それを共有できるシステム DOMinGOを開発

した.

2. DOMinGOの利用例

2.1 Webページの表示制御

筆者が普段閲覧しているWebページをこのシステムに

よって実際にカスタマイズする. 図 1 の上部左側が編集

前の,上部右側が編集後の StackOverFlow[11]のトップ画

面である. このサイトはプログラミングや開発に対する

QandAを掲載しているが,自分の場合投稿に対する投票数

や閲覧数よりも投稿内容が自分の求めている情報と合致し
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ているかどうかがすぐにわかることの方が重要であるため,

タイトル以外の Voteや Viewsを表示するコンポーネント

を非表示にし,そのぶんリストビューの領域を拡大させた.

また閲覧に関係の無い求人広告やサインインを求める要素

も同様に非表示に設定した.その結果サイト全体の見通し

が改善することができた.

図 1の下部左側が編集前の,下部右側が編集後の Twit-

ter[12]の画面である.

タイムラインの可読性を向上させるためツイートと直接関

係の無いコンテンツは非表示に設定したうえで幅を拡大さ

せ、同時にツイート要素に borderを追加することで個々

のツイートを識別しやすくした.また閲覧しているコンテ

ンツが自分にとって本当に重要なのかどうかを最小限のバ

イアスで判断するためにリツイート数やいいね数を表示す

るインジケーターも非表示に設定した.その結果ツイート

と関係の無い要素やリツイート数などのフィードバックの

影響を受けることなく快適に閲覧することができた.

このことから,Webページの表示を制御する手軽なイン

ターフェイスは快適な閲覧環境を実現する上で重要である

ことがわかる.

2.2 カスタムスタイルの共有

生成したカスタムスタイルはWeb上にホスティングさ

れ,他の利用者がインポートできるようになっている.詳細

は設計と実装で述べるがホスティングに用いられるのは単

なるデータベースではなく,Wikiシステムである.これに

よって手軽に目的のカスタムスタイルを検索したり,さら

には編集したりという応用が可能になる.
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図 1 DOMinGO による操作適用前後のWeb ページ

3. 設計と実装

簡単な操作でWebページの表示を制御でき,またその操

作結果として生成されるカスタムスタイルを手軽に共有で

きるシステムは,以下の要件を備える.

( 1 ) 要素をWYSIWYG/対話的に操作できること

( 2 ) 操作の結果を共有可能なカスタムスタイルとして出力

できること

( 3 ) 他のカスタムスタイルをインポートできること

DOMinGOはこの要件を満たすべくブラウザ拡張機能と

Wikiシステムとを組み合わせて開発されている.

3.1 ブラウザ拡張機能 : DOMinGO

図 2 DOMinGO の操作プロンプト

拡張機能のアイコンを押すと編集モードに移行し,マウ

スカーソルで選択した要素に対してプロンプトから望みの

操作 (アクション)を実行することができる.例えば文字が

小さく密度が高い段落に対しては文字を大きくするや行間

を広げる等のアクションを適用することで可読性を高める

ことができる.また同じクラスを持つ要素が 2回連続で選

択された際に,他の兄弟要素に対する操作がサジェストさ

れる.このような例示プログラミング [9]機能によりリスト

ビューの各要素に対する同時操作もサポートする.

3.2 アクション

図 3 要素を非表示にするアクション

アクションはWebページ中の要素に対する操作を記述

したフォーマットである. JSON形式に準拠しており,ア

クション名 (操作の名称)と要素に適用するクラス名,スタ

イルシートが格納されている. DOMinGOの操作プロンプ

トはアクションの GUIラッパーであるため,カスタムアク

ションを記述してインポートすればプロンプトから操作で

きるオプションを追加することができる.

3.3 カスタムスタイル

実行されたアクションの結果は最終的に CSS形式で出

力される.他の利用者が出力したカスタムスタイルをイン

ポートすることで自分の環境にもそのスタイルを適用する

2ⓒ 2019 Information Processing Society of Japan

Vol.2019-HCI-182 No.25
2019/3/19



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

図 4 Twitter.com に適用するカスタムスタイル

ことができる.

3.4 Wikiシステム : Scrapbox

Scrapbox[10]は Nota社が運営するWikiシステムであ

る.APIを通じてテキストデータを読み込む/書き込む機能

を提供するほか Javascriptや CSS等のソースコードを添

付することも可能なため,カスタムアクションやカスタム

スタイルをホスティングする環境として適している.また

ベースがWikiシステムであることから単純なデータの読

み書きに留まらず,図 4のようにコメントを書き加えたり,

利用者間でスタイルに関する議論をしたり,スタイルを共

同編集したりといったより応用的な使い方が可能である.

4. 考察と議論

4.1 システムに対する評価

筆者が所属している研究室のメンバーに,このシステム

を用いて希望するWebページの表示を制御するデモを行っ

たが, 簡単な操作でWebページをカスタマイズするという

コンセプトについては多くの賛同が得られた. 既存のWeb

ページに対して不満を持っている利用者は多いものの,カ

スタム CSSを自力で作る場合は相応のスキルが必要なた

め適切な解決手段を得られないという状況に置かれていた

ためである.

またカスタムスタイルを単なるデータベースではなくWiki

システムにホスティングするというコンセプトに対して

は, より発展的な応用を促す効果があるという評価がなさ

れた.Scrapboxは様々な用途に利用されているが,Scrapbox

そのものをカスタマイズする Tipsやスクリプト,CSS等を

共有するプロジェクト [14]が存在する.Wikiとしても高度

なコラボレーションツールとしても機能する Scrapboxを

ホスティング対象にする DOMinGOはこの点で他のカス

タムスタイル共有システムに対してアドバンテージがある

と考えられる.

簡単な操作でWebページの表示を制御でき,またその操作

結果として生成されるカスタムスタイルを手軽に共有でき

る DOMinGOの有用性や設計の妥当性を示すことができ

たと考えられる.

4.2 システムの課題

一方で解決するべき問題点もある. 例えばあるWebペー

ジに適用可能なカスタムスタイルを公開・共有することは,

自らがそのWebページを閲覧していることを大々的に公

言しているに等しい.カスタムスタイルは利用者の閲覧履

歴やプライバシーと密接に関わっているため慎重に取り扱

わなければならない.カスタムスタイルを共有する利用者

の心理的安全性を担保できなければ公開・共有活動を萎縮

させかねないからである.

その対策の一つとして想定しているのが匿名カスタムスタ

イルである.通常のカスタムスタイルは適用するWebペー

ジの URLを平文でメタデータに格納しているが,匿名カス

タムスタイルの場合は元の URLを暗号学的ハッシュ関数

に基づいたメッセージダイジェストに変換した上で格納す

る.匿名カスタムスタイルは現在開いているWebページの

URLのメッセージダイジェストが一致した時のみ適用さ

れるため,メタデータだけを見てもどのWebページに対す

るものなのかを隠蔽することができる.

5. 関連研究

ChromeDevTools[3]等のブラウザが標準搭載するWeb

開発ツールを用いることで,ページ中の任意の要素に対し

て様々な操作を行うことができる.しかしこれらのツール

はWeb ページのデバッグを主眼に置いているため,Web

ページのスタイルを手軽に変更するという用途には適さな

い.StyleURL[5]はWebページを ChromeDevToolsで操

作した結果をカスタムスタイルとして出力し,Github[4]に

アップロードする機能を提供するブラウザ拡張機能 [1]であ

る.しかし利用にあたって ChromeDevToolsや Githubの

ような開発者向けツールを習得していることが前提である

ため,一般的な利用者が気軽に扱えるものとは言いがたい.

Stylus[6]もWebページに対してカスタムスタイルを適
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図 5 Scrapbox におけるカスタムスタイル表示画面

用するブラウザ拡張機能であるが,カスタムスタイルを独

自にホスティングすることで利用者が手軽に検索・導入で

きる環境を実現している.一方でカスタムスタイルの作成

には CSSそのものを編集できるスキルが求められるため,

一般的な利用者にとって高いハードルが存在する.

StyleBot[7]はGUIベースで現在表示しているWebペー

ジの表示を制御するインターフェイスを備えている.これ

により CSS に熟達していない利用者がWeb ページの表

示を制御し,カスタムスタイルを作成することを可能にし

ているが,StyleBotはカスタムスタイルのホスティングを

行っていないため, 利用者間で共有することができない.

Adblock Plus[8]はWebページ閲覧の妨げとなる広告バ

ナーやトリックバナーを非表示にするコンテンツブロッ

カーに分類されるブラウザ拡張機能である.要素が広告か否

かをヒューリスティックに判断してブロックするほか,GUI

によって利用者が任意の要素をブロック対象に追加するこ

とができる.カスタムスタイルならぬカスタムブロックリ

ストを共有することは可能だが,そのホスティングは作成

者が行わなければならないため共有の敷居が高い.そのた

め殆どの利用者はホスティング環境を備える一握りのカス

タムブロックリスト作成者のリストを受動的に使っている

に留まっている.またWeb広告の排除を主眼に置いている

ため,一部のWebページとの間で対立に発展している.具

体的には Adblock Plusを導入しているブラウザのコンテ

ンツ閲覧を制限する等の措置を取る運営者も存在する.[13].

ここで紹介したシステムはある程度普及しているもの

の、専門的な知識を必要とせず対話的な操作でWebペー

ジの表示を制御し,またその操作によって生成されたカス

タムスタイルを手軽に共有できる環境を兼ね備えるものは

存在しない.

6. 結論

本稿では, 背景においてWebページの表示を制御したい

という欲求が一般的であることを示した.それを解決する

システム DOMinGOを開発しDOMinGOの利用例でそ

の具体的な活用法を提示した. 設計と実装において本シス
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テムの基本構成について述べた. 考察と議論では本システ

ムに対する評価を元に有用性や課題を分析した. そして関

連研究では

( 1 ) 要素をWYSIWYG/対話的に操作できること

( 2 ) 操作の結果を共有可能なカスタムスタイルとして出力

できること

( 3 ) 他のカスタムスタイルをインポートできること

以上の 3要件を満たしているシステムが現時点で存在して

いないことを分析した.

6.1 総括

本研究で開発した DOMinGOはWebページを簡単な操

作でカスタマイズしたいという欲求を解決し,さらに各々

のカスタマイズを手軽に共有しあうという行為を支援する

ことを可能にした.今後はシステムの課題で挙げた問題点

を解決しつつ,機能の拡充に取り組んでいく.
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